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校・幼稚園整備事業はじまる

坂下東幼稚園　完成予想図

遊戯室イメージ図

坂下東幼稚園　平面図

2

でん：園児が自由に
集う隠れ部屋

　教育施設適正配置（第二次統合）事業により、統合小学校、統合幼稚園の開校開園に向けた整備工事
がはじまりました。坂下東小学校は、旧第一中学校校舎を改修し、プールについては、屋内運動場南側
に改築します。また、坂下東幼稚園は旧第一中学校敷地の東側に新たに建設します。
　坂下東幼稚園は、木造平屋建てとし丸太柱を使用するなど子ども達が五感で自然を感じながら、伸び
伸びと過ごすことのできる空間の
設定や、夢や希望を持って楽しく
遊べる環境づくりに配慮した設計
となっております。
  近隣住民の皆様には、工事期間
中ご不便とご迷惑をおかけいたし
ますが、ご協力のほどよろしくお
願いいたします。



会津坂下町教育施設適正配置会津坂下町教育施設適正配置

第二次統合に向けて 統合小学校・

廊下・ワークスペース 教室・廊下共有空間

坂下東小学校　イメージ図
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《経　　過》
　○小学校の配置 坂下南小学校（現坂下小学校を利用）　

橋本･仲町･小原･柳町･新栄町･諏訪町･鉄砲町･新町･新富町
若宮地区･川西地区･八幡地区･高寺地区

 坂下東小学校（旧第一中学校を利用）
古坂下･上町･桜木町･緑町･本町･茶屋町
金上地区･広瀬地区

　　　【通学方法】 坂下地区は徒歩、それ以外で片道 2㎞未満は徒歩、
 2 ㎞以上は公共交通機関
　○幼稚園の配置 （学区は小学校と同じ）
 坂下南幼稚園（現坂下幼稚園を利用）
 坂下東幼稚園（旧第一中学校敷地内に新設）
　　　【通園方法】 坂下地区は徒歩、他の地区は送迎バス

　○平成24年１月 新しい小学校創造委員会設置…新しい小学校の教育目標等の検討
　○平成24年３月 新しい幼稚園創造委員会設置…新しい幼稚園の教育目標等の検討
　○平成24年６月 統合小中学校等開設準備委員会（平成22年 6 月設置）の開催
 ・校名・校歌・校章等制定部会…統合小学校の校歌・校章の制定
 ・通学方法等検討部会…通学（通園）方法・通学路の検討

《今後の取組》
　○開設等準備委員会……………小学校統合に向けての校歌･校章の制定、通学方法・通学路の

検討･決定
幼稚園統合に向けての通園方法の検討･決定

　○新しい小学校創造委員会……新しい小学校の教育目標等の検討
　○新しい幼稚園創造委員会……新しい幼稚園の教育目標等の検討
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「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業
平成24年度の事業実施状況をお知らせします。
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はじめに
会津坂下町では、湯川村と共同で、「人の駅・川の駅・道の駅」の整備を進めています。
今回は、平成24年度の事業の進捗状況やスケジュール、道の駅に関する検討経過についてお知らせし

ます。

これまでの検討経過と新たな検討体制について
会津坂下町・湯川村では、平成23年度に道の駅運営検討部会を組織し、 9回の会議において委員の皆

さんと一緒に道の駅について検討を行ってきました。今年度は、この部会を運営研究分科会、農産物販
売分科会、地域特産品開発販売分科会の 3つの分科会に分け、より具体的な検討を行っています。また、
新たに「人・川・道の駅」拠点の全体的な運営の在り方など、事業全体の検討をする為、新たに経営検
討部会を設けました。

平成24年度の推進体制

「人の駅・川の駅・道の駅」協議会

道の駅運営検討部会

経 営 検 討 部 会

運 営 研 究 分 科 会

農 産 物 販 売 分 科 会

地域特産品開発販売分科会

○　道の駅の全敷地面積は約20,000㎡。（地域振興施設、情報提供施設、トイレ、駐車場、緑地を含む）
○　地域振興施設は、木造二階建て、約1,200㎡を予定。
○　地域振興施設は、道路利用者からの視認性を高めるため、国道49号と平行に配置。
○　人の駅、川の駅、道の駅の 3駅が一体となって、地域振興、交流促進が図れるよう、地域振興施
設と水防センターを近接して配置する。

人の駅 道の駅

川の駅
水防センター

地域振興施設

全体面積 約58,000㎡
　人の駅 約13,000㎡
　川の駅 約25,000㎡
　道の駅 約20,000㎡

【３駅の配置図】
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施設整備に関する事業

道の駅のＰＲ事業

消防訓練広場整備工事について
消防訓練広場の整備が 5月31日に完成しました。消防訓練
広場は、阿賀川の河川敷に整備される「川の駅」内の上流部
分に整備され、主に消防団の訓練等に使用されます。また、
平常時には町内外の人たちが、各種スポーツイベントなど多
目的に活用できます。今後、「川の駅」では、自由広場や駐
車場を整備していく予定です。
平成24年度は宮古橋上流部の芝の整備や、駐車場の整備を
行いました。

道の駅の地域振興施設等の設計業者が決定
地域振興施設等設計業務委託に係る公募型プロポーザルが開催され、一次審査（書類審査）、二次審
査（プレゼンテーション及びヒヤリング）、さらに「人の駅・川の駅・道の駅」協議会の審査を経た審
査の結果、「㈱アルセッド建築研究所」が設計業者として決定されました。
選定理由は、これまでの事業実績や執行体制、業務取り込み方針（地域資源の活用、実現性等）が評
価されたものです。今後は、平成26年度のオープンに向けて、今年度設計を行い、来年度から建設工事
を行う予定です。

（川の駅）消防訓練広場

駅長候補者の決定に向け順調に作業が進む
「人の駅・川の駅・道の駅」の駅長候補者として、現在応募者の中から選定中です。

特徴ある「人の駅・川の駅・道の駅」に
「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業についてのお問い合わせ・ご意見については、会津坂下町
政策財務部政策企画班（TEL 84-1504）までご連絡をお願いします。

平成24年度のスケジュール

※プロポーザル
業務の委託先や建築物の設計者を選定する際に、複数の候補者に設計業務に対する体制や実施方法、考え方など
についての技術提案を求め、プレゼンテーションおよびヒヤリングにより優れた設計者を選定すること。

（道の駅） 造成工事
（道の駅） 地域振興施設建築設計
（人の駅） 水防センター建築設計
（川の駅） 宮古橋上流部の整備工事

「人・川・道」の駅ふれあいフェスタの開催
湯川村主催の「新米祭」と共同で現地で開催します。

日　時：平成24年10月 7 日（日）
午前10時～午後 2時

場　所：川の駅（消防施設訓練広場）
催　事：サンバカーニバル他

管理運営に関する事業
（道の駅） 経営検討部会
・道の駅運営組織組成、駅長募集、テナント
募集

（道の駅）道の駅運営検討部会
○運営研究分科会
・収支計画、運営計画策定、テナント検討、
全体企画、イベント展開検討　など

○農産物販売分科会
・販売作付作物検討、年間販売計画策定、販
売組織組成　など

○地域特産品開発販売分科会
・特産品現状把握、開発、生産体制設立　など



第６回 チーム一丸！目指せ福島県№1

平成24年9月9日（日）開幕
『うつくしま復興　ともに！』をスローガ
ンに『第 6 回市町村対抗福島県軟式野球大
会』が福島市県営あづま球場で 9月 9日から
開催されます。
今大会は福島県内各市町村の交流と地域の

活性化、スポーツの普及を目的に県内58市町
村が参加して11日間の熱戦が繰り広げられま
す。
会津坂下町チームは町内の軟式野球チーム

から選手を選抜しチームを編制致しました。
　 2年目を迎える樋剛監督の指揮のもと『 4
年ぶりの初戦突破』を合言葉に、若手とベテ
ランが切磋琢磨しながら日々練習を積み重ね
ておりますので、町民の皆さまの熱い応援を
よろしくお願いいたします。

　

大会当日、選手を応援するため応援バスを運行します。
○日　　時　 9月16日（日）午前 5時30分 出発
○集合場所　坂下小学校北側　町営駐車場
○大会会場　県営あづま球場（福島市）
○定　　員　25名（先着順）
○締 切 日　 9月13日（木）まで
　※なお、天候等により変更になる場合があります。
その後の応援バスについては、事務局までお問い
合わせください。

○申し込み・問い合わせ先
  ＮＰＯ法人スポーツクラブバンビィ（町民体育館内）℡83-2301

大会当日 選手を応援するため応援バスを運行します
会津坂下

町チームを応援に行こう！会津坂下
町チームを応援に行こう！

大会日程決定
◆1回戦　9月16日（日）第1試合　午前8時

対戦相手：桑折町

◆2回戦　9月30日（日）第4試合　午後1時15分
対戦相手：南相馬市（前年度第3位）

※天候等により変更になる場合があります。

市町村対抗福島県軟式野球大会
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市町村対抗福島県軟式野球大会

昨年に引き続き、会津坂下町チームの監督を引き受けることとなりました樋
といたけし

剛
です。
市町村対抗福島県軟式野球大会も今年で第 6 回目を迎えます。振り返ってみま
すと、ここ 3 年は接戦で惜敗しており、昨年の大会では棚倉町に延長タイブレー
クの末サヨナラ負けと苦い経験を味わいました。
今年こそは『 4 年ぶりの初戦突破』を目標に掲げ、限られた時間の中で練習、
紅白戦、他市町村との練習試合と順調にメニューをこなしており、『攻撃ではチャ
ンスで 1 ヒット打てる、守備では内野・外野の連携を強化するとともにミスのな
いチームづくり』をテーマに練習しております。また、対戦日程、対戦相手も決

定し、選手達もモチベーションが上がり、各選手が「今年こそ 1勝」を胸に大会に向け、若手・ベ
テランが良い雰囲気で刺激し合い順調に調整しております。
今年度は『負けない野球』を心情に、そつのない野球をして、過去にない良い成績を残すことが

できるよう、チーム一丸となって最後まで諦めずにプレーすることをお約束いたします。
本番まで万全の態勢で臨み、今年こそは4年ぶりに初戦を突破し、町民の皆様によい知らせがで

きるようがんばります。
最後に、初戦の相手は昨年からチームの若返りを図り 1勝目指す桑折町ですが、代表選手へ町民

の皆様の熱いご声援をよろしくお願いいたします。

樋　剛　監督
（上開津）

佐藤雅彦
（大沢）

生江高志
（ふるさと選手）

高波広幸
（中村）

角山文昭
（諏訪町）

佐藤　光
（桜木町）

佐藤翔平
（長井）

宮田武幸
（勝方）

寺崎光広
（金上）

小畑大地
（新栄町）

荒井康之
（古坂下）

山口　賢
（塔寺）

薄　正直
（金沢）

角田　亮
（金沢）

唐司貴弘
（五香）

小川　款
（新町）

長谷川敦
（上金沢）

伊藤康弘
（ふるさと選手）

渡部由政
（袋原）

山口　智
（塔寺）

江川秀幸
（水島）

成田庄栄
（羽林）

唐司誠弘
（五香）

板橋利成
（新舘）

外　　　　　　　　　　野　　　　　　　　　　手

内　　　　　　　　　　野　　　　　　　　　　手

投　　　　　　　　　　手

小川　守
（原）

柳田雅彦
（新舘）

五十嵐愛美
（水島）

コーチ コーチ マネジャー スコアラー

捕　　　　　　　手

主　　将

大堀貴久
（上町）

宮田稔美
（勝方）

大樋　昂
（新開津）
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新就職者激励会開催

8

今
年
四
月
、
学
生
か
ら
「
社
会
人
」

と
い
う
、
責
任
の
重
さ
も
こ
れ
ま
で

の
立
場
と
も
全
く
違
う
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
長
い
就
職
活
動
を
経

て
、
よ
う
や
く
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
の
が
、
こ
の
「
太
郎
庵
」
と
い
う

会
社
で
し
た
。

当
初
か
ら
、
地
元
へ
就
職
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、
就
職
活

動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

求
人
の
少
な
さ
、
経
済
状
況
の
悪
化

な
ど
も
影
響
し
て
な
か
な
か
上
手
く

進
ま
ず
、
何
度
も
悩
み
、
地
元
を
離

れ
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
未
曾
有
の
大
地
震
、

東
日
本
大
震
災
が
襲
い
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
、
何
も
か
も

失
う
、
一
瞬
の
出
来
事
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
更
に
、
福
島
県
で
は

原
子
力
発
電
所
の
事
故
も
影
響
し
、

「
福
島
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

放
射
線
量
を
気
に
し
、
不
安
な
生
活

か
ら
逃
れ
る
た
め
、
多
く
の
県
民
が

地
元
福
島
を
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
地
元
企
業
に
就
職
し
て
」

長
谷
川
菜
央

株
式
会
社　

太
郎
庵

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

津
坂
下
町
雇
用
促
進
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
新
就
職

者
激
励
会
」
が
７
月
19
日
、
会

津
坂
下
町
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
48
名
が
町
内
の
工

場
・
団
体
・
販
売
店
・
医
療
機

関
等
に
採
用
に
な
り
、
勤
務
し

て
い
ま
す
。

激
励
会
で
は
、「
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表
彰
が
あ
り
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
長
谷
川
菜

央
さ
ん
（
株
式
会
社 

太
郎
庵
）

が
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
新
就
職
者
を
代
表
し

て
高
橋
恵
美
さ
ん
（
社
会
福
祉

法
人 

両
沼
厚
生
会
）
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

激
励
会
終
了
後
、
エ
ル
ベ
プ

ラ
ン
ナ
ー
ズ
代
表　

水
井
ち
お

り
さ
ん
に
よ
る
「
お
客
様
の
印

象
に
残
る
接
客
マ
ナ
ー
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
、
新
就
職
者

の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

会

大
き
く
期
待
！
が
ん
ば
れ
！
新
社
会
人

大
き
く
期
待
！
が
ん
ば
れ
！
新
社
会
人
‼

新
就
職
者
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た

大
き
く
期
待
！
が
ん
ば
れ
！
新
社
会
人

大
き
く
期
待
！
が
ん
ば
れ
！
新
社
会
人
‼‼



新就職者激励会開催
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し
か
し
、
私
に
は
、「
こ
ん
な
状
況

の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
福
島
に
残
り
た

い
、
育
て
て
も
ら
っ
た
こ
の
会
津
に

恩
返
し
が
し
た
い
」

と
改
め
て
強
く
感
じ
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
大
地
震
に
よ
っ
て
、

福
島
の
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は

難
し
く
、
時
間
の
か
か
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
現
在
も
立
ち
入
り
を
制

限
さ
れ
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
復
興

も
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
自
分

が
働
か
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
環
境

に
感
謝
し
、
家
族
揃
っ
て
生
活
で
き

る
こ
と
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
の
か
、

あ
り
が
た
み
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
店
に
は
、「
避
難
し
て
き
た
ん

だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
話
を
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
ど
れ
だ
け
辛
い
思
い
を
し

て
き
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
笑
顔
に
な
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
、

日
々
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
出
会

い
が
あ
り
、
学
び
あ
る
職
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

▼
最
優
秀
賞

「
地
元
企
業
に
就
職
し
て
」

　

長
谷
川　

菜
央

（
株
式
会
社　

太
郎
庵
）

▼
優
秀
賞

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　

高
橋　

恵
美

（
社
会
福
祉
法
人　

両
沼
厚
生
会
）

▼
入
選

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　

穴
澤　

文
哉

（
株
式
会
社　

佐
藤
電
設
）

「
地
元
企
業
に
就
職
し
て
」

　

遠
藤　

恒
太
郎

（
会
津
信
用
金
庫　

坂
下
支
店
）

「
新
社
会
人
と
し
て
」

　

小
椋　

ま
す
み

（
株
式
会
社　

太
郎
庵
）



学
校
文
書

会
津
坂
下
町
史
『
近
代
・
現
代
』

編
か
ら
（
発
売
中
）

会
津
坂
下
町
史
は
、「
原
始
・
古
代
」

か
ら
「
近
代
・
現
代
」
ま
で
全
十
巻
の
発

刊
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
す
。
町
史
編
さ

ん
事
業
の
最
初
の
取
組
み
が
現
在
発
売
中

の
「
近
代
・
現
代
」
の
『
資
料
編
（
上
）

学
校
文
書
』『
資
料
編
（
下
）』
そ
し
て
『
通

史
編
』
で
す
。

今
年
の
四
月
か
ら
は
第
二
段
と
し
て
、

「
原
始
・
古
代
」
の
編
さ
ん
に
取
組
ん
で

お
り
、
平
成
二
十
七
年
ま
で
に
『
資
料
編
』

と
『
通
史
編
』
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
町
史
「
近
代
・
現
代
」
の

『
資
料
編
』
を
上
下
に
分
け
て
い
る
の
は
、

小
学
校
統
合
を
前
に
し
て
、
各
地
区
の
小

学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
を

将
来
に
残
す
た
め
に
、
学
校
文
書
と
し
て

分
冊
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
史
『
資
料
編
（
上
）
学
校
文
書
』（
以

下
、『
学
校
文
書
』）
に
よ
れ
ば
、
明
治
五

年
（
一
九
七
二
） 

の
学
制
発
布
以
来
、
百

四
十
年
の
歴
史
を
持
つ
各
地
域
の
小
学
校

は
子
供
達
の
学
び
の
場
で
あ
り
、
地
域
の

人
々
に
と
っ
て
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
当
時
の
小
学
校
は
地
域
の
運
営
に

任
さ
れ
て
お
り
、
給
料
未
払
い
な
ど
財
政

難
の
折
は
、
地
域
の
人
々
は
届
け
物
を
し

て
先
生
達
を
助
け
て
い
る
。
言
わ
ば
、
当

時
の
小
学
校
は
地
域
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」
の
一
面
も
持
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
全
国
ど

こ
の
町
村
も
小
学
校
の
設
立
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
発
展
し
て
き
た
と
も
言
え
る
。
そ

の
こ
と
を
物
語
る
文
書
と
し
て
、
各
小
学

校
所
蔵
の
「
郷
土
誌
」「
学
校
沿
革
誌
」「
学

校
日
誌
」
等
が
あ
り
『
学
校
文
書
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
「
郷
土
誌
」
は
火
災
、
洪
水
、

冷
害
な
ど
の
記
録
か
ら
保
健
衛
生
や
冠
婚

葬
祭
、
そ
し
て
、
年
中
行
事
や
地
域
の
方

言
収
集
な
ど
多
肢
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
当
時
の
風
俗
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
惜
し
い
こ
と
に
、
広
瀬
小

学
校
だ
け
「
郷
土
誌
」
が
見
つ
か
ら
ず
掲

載
さ
れ
て
い
な
い 

（
こ
の
間
の
経
緯
に
つ

い
て
ご
存
じ
の
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
ご
一

報
戴
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
）。

こ
の
「
郷
土
誌
」
は
各
小
学
校
で
編
さ

ん
し
、
教
育
の
現
場
で
生
か
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
教
育
を
浸
透

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の
歴

史
や
風
俗
習
慣
、
経
済
や
文
化
等
を
知
っ

て
お
く
事
が
肝
要
と
い
う
こ
と
で
、
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
と
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
の
二
回
に
わ
た
り
福
島
県

知
事
訓
令
と
し
て
編
さ
ん
を
命
じ
ら
れ
て

い
る
。
当
時
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、

戦
争
や
軍
隊
の
存
在
は
当
た
り
前
の
時
代

で
あ
る
。
初
回
の
明
治
四
十
四
年
の
頃
は

言
論
統
制
も
次
第
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
経
済
不
況
の
中

「
大
逆
事
件
」
が
明
治
四
十
三
年
（
一
九

一
〇
）
に
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、

貧
苦
と
闘
う
歌
人
石
川
啄
木
は
『
時
代
閉

塞
の
現
状
』
を
発
表
し
、
言
論
界
に
活
発

な
議
論
を
巻
き
起
こ
そ
う
と
す
る
。
ま
た
、

森
鴎
外
は
『
沈
黙
の
塔
』
の
短
編
を
書
き
、

陸
軍
軍
医
総
監
と
い
う
体
制
側
の
立
場
で

は
あ
る
も
の
の
、
言
論
統
制
に
対
し
間
接

的
な
表
現
で
苦
渋
に
み
ち
た
諦
観
を
吐
露

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
方
の
各

県
の
知
事
は
、
中
央
で
の
世
情
不
安
定
が

地
方
に
飛
び
火
す
る
の
を
心
穏
や
か
に
眺

め
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
既
に
長

塚
節
が
小
説
『
土
』
で
艱
難
辛
苦
に
あ
え

ぐ
農
村
生
活
の
実
態
を
書
き
、
夏
目
漱
石

の
激
賞
を
受
け
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
ま

た
、
民
俗
学
者
柳
田
國
男
は
明
治
四
十
三

年
（
一
九
一
〇
）
に
『
遠
野
物
語
』
を
著

し
、
郷
土
研
究
の
気
運
を
高
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
も
「
郷
土
誌
」
編

さ
ん
事
業
推
進
の
一
因
に
上
げ
ら
れ
よ
う
。

一
方
『
学
校
文
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
「
学
校
日
誌
」
に
は
、
農
繁
期
の
児
童

達
の
生
活
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、
金

上
小
学
校
の
「
学
校
日
誌
」
を
見
る
と
、

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
年
六
月

六
日
か
ら
同
二
十
五
日
ま
で
農
桑
休
業
を

設
け
て
い
る
。
農
家
の
副
業
と
し
て
養
蚕

業
が
盛
ん
な
金
上
村
で
は
、
カ
イ
コ
の
エ

サ
に
な
る
桑
の
葉
の
摘
み
取
り
作
業
に
子

供
達
の
労
働
力
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
田

植
え
の
時
期
と
重
な
る
か
ら
だ
。

時
を
経
て
昭
和
十
七
年
に
な
る
と
、
空

襲
警
報
発
令
や
勤
労
奉
仕
、
予
科
練
合
格

の
児
童
の
壮
行
会
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ

る
。
大
人
達
と
一
緒
に
な
っ
て
健
気
に
銃

後
を
守
る
児
童
達
が
目
に
浮
か
ぶ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
学
校
関
係
者

の
簡
に
し
て
明
な
る
記
録
力
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
動
す
る
と
同
時
に
、
戦
争
さ
え
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
湧
き
上
が
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
2
2
3
4
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町史編さんだより



図書室だより

一般
向け 百歳 こども

向け
かぐやひめ
（いもとようこの日本むかしばなし；6）

柴田トヨ/著
飛鳥新社 2011.9
第46回新風賞特別賞受賞

いもとようこ/文絵
金の星社 2008.8

分類番号
911.5

ジャンル
日本の詩

分類番号
E

ジャンル
日本の絵本

98歳で上梓した処女詩集『くじけないで』が
150万部を超える大ベストセラーになった著者
の第二詩集。「やさしさ」「百歳」など新作詩や
随筆のほか、「被災者の皆様に」「被災地のあな
たに」を収録。平易でやさしさ溢れる表現がす
ばらしい。

千年よりも昔、日本で最初に生まれた「物語」
が、このかぐやひめのお話（『竹取物語』）だと
言われています。竹から生まれた美しい女の子、
殿方の求婚話、不老不死の薬…。満月を見上げ
ながらロマンチックなお話を楽しみませんか。

こども
向け

おばあちゃんすごい！
（ピーマン村のおともだち；［9月］）

親子
向け

きせつの行事りょうり
：キッズレシピ（プレNEO BOOKS)

中川ひろたか/文、村上康成/絵
童心社 2002.6 小学館 2008.2

分類番号
E

ジャンル
日本の絵本

分類番号
K596.4

ジャンル
季節の料理

園にやってきたおばあちゃん。「ひろたかな
り」っていう子をさがしてるみたい。いっしょ
に遊んだら、お手玉、おりがみ、あやとり、こ
ま回し…何でも上手で、いろいろ知っていて、
すごーい！おじいちゃんおばあちゃんと遊びた
くなる絵本。

小学館の「プレNEOブックス」シリーズ１
冊目。四季の行事の中で、子どもが料理を作っ
て体感できるものを由来とともに紹介。親子で
一緒に「月見だんご」を作ってみませんか。（お
彼岸の「おはぎ」も紹介されています！）

福島県立図書館の移動図書館「あづま号」は、年２回中央公
民館への巡回貸与を行っています。
今年度２回目の入れ替えを９月中旬に行いますので、どうぞ
ご利用下さい。
※あづま号の本は延長貸出ができません。ご了承下さい。

11

中央公民館図書室　TEL 83-3010（定休日 : 第２火曜日）

9 月17日は「敬老の日」、 9月30日は「十五夜（中秋の名月）」の日ですね。
それぞれの日におすすめの本をご紹介します。
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目指せ全国！ジュニアオリン
ピック相撲東北予選会に出場

坂下中相撲部全国へ！ 陸上と卓球で全国へ！

　 8月 9日、前列左から坂下小 5
年の菊池百音さん、広瀬小 4年の
江花拓くん、広瀬小 4年の仙波倖
祐くん、後列左から坂下小 6年の
板橋聖一郎くん、坂下小 6年の千
代直輝くん、坂下小 6年の宇内裕
仁くんがジュニアオリンピック全
日本小学生相撲大会東北ブロック
予選会と東北学童相撲大会への出
場報告に町役場を訪れた。
　 7月に開催された福島県大会に
おいて上位に入賞し、東北予選会
へ出場を決めた。
選手たちは、「優勝を目指して

がんばる」と抱負を語った。

　 7月26日、左から 1年の佐藤一
晟くん、 3年の宮下聖生くん、 3
年の三星治輝主将、 2年の上野優
人くん、 2 年の千代一貴くんが、
県中学校体育大会で団体優勝し全
国大会への出場報告に町役場を訪
れた。
団体で優勝、個人オープンで三
星くんが 3位、個人 3年生の部で
三星くんと宮下くんが3位とな
り、団体と個人オープンの部で全
国大会へ出場を決めた。
選手たちは、「支えてくださっ
た高校の先輩や先生、保護者、地
域の方々に恩返しするような相撲
を取りたい」と抱負を語った。

　 8月 2日、左から坂下中 3年の
五十嵐礼くん（陸上）、 2 年の小
林寛美さん（卓球）が、全国大会
への出場報告に町役場を訪れた。
五十嵐くんは県中体陸上競技の
110㍍障害で優勝、その後、全日
本中学校通信陸上競技福島大会で
標準記録（15秒）をクリアする14
秒72の大会新記録で優勝し全国大
会へ出場を決めた。小林さんは、
県中学校体育大会卓球の女子シン
グルスで 2 年生ながら優勝に輝
き、全国大会へ出場を決めた。
五十嵐くんは、「全国では決勝
に残れるよう頑張る」と、小林さ
んは、「初戦を勝ちたい」と抱負
を語った。

ばんげ保育所に育メンが集合！
 ※育メン…育児をするメンズ（父親）
　 7月23日（月）～28日（土）にばんげ保育所で育メン週間（父親保
育参加）を行いました。
この「育メン週間」は、子どもたちが保育所でどのように過ごし、
保育者や友だちとどのような関わりをしているかを父親が参観や主体
的に関わりを持つことで多くの事に気づき、子どもたちを理解できる
機会と、より良い親子関係を構築することを目的とし、「育児をする
父親」の一助になることがで
きればと企画しました。
初めての企画でどのくらい
参加していただけるのか不安
でしたが、43名のとても素敵
な育メンに参加していただ
き、成功に終わりました！一
部参加した育メンの方々の感
想を掲載します。
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～下水道　お水がいってる
またくるね～

第20回下水道フェスティ
バルを開催します！

就活がんばれ！高校生！
第5分団（川西地区）
惜しくも入賞を逃す！

会津坂下町雇用促進協議会の主
催により高校生の企業訪問が 7月
26・27日の計 2日間行われ、卒業
後、就職を希望する高校 3年生約
40人が参加しました。
今年は、㈱彌満和プレシジョン
会津工場、会津中央乳業㈱、坂下
電子光学㈱、㈱コメリ、八洲ゴム
工業㈱会津工場の 5 社の協力で、
各企業の担当者から企業方針や業
務内容、求めている人材などの説
明を受けました。
また、業務中の工場内見学を実
施した企業もありました。
生徒たちは、説明を受けながら
メモをとり、積極的に質問しなが
ら、今後の就職活動に活かすため
に、社会人に必要な心構えなど多
くのことを学んでいました。

声楽家、大島嘉仁さん本場イタリアへ留学
　 7 月26日、会津坂下町出身の声楽家、
大島嘉仁さんが、ロータリー財団国際親
善奨学生としてイタリアに留学の報告に
町役場を訪れた。
大島さんは、「歌はもちろん、各国の
人々と交流し、人間として幅を広げた
い」と抱負を語った。

第38回福島県消防操法大会両沼
地方予選会が 7月29日、鶴沼球場
北側駐車場で開催され、第 5分団
（川西地区）が会津坂下町の代表
として出場しました。
今夏一番の猛暑の中、選手達は
練習の成果を存分発揮して水をは
じき、暑さを吹き飛ばしていまし
た。
選手の皆さん及び関係者の方々、
惜しくも入賞は逃しましたが、練
習にサポートに長期間大変お疲れ
様でした。

小型ポンプ操法の部のメンバー

ポンプ車操法の部のメンバー

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」

ここに来れば下
水道の仕組みや
役割がわかるよ
みんな来てね～

▼日時　10月13日（土）
午前10時～午後 2時

▼場所
　坂下東浄化センター（古坂下）

 

▼内容
　・浄化センター施設見学
　・下水道相談コーナー
　・微生物観察コーナー
　・コンサート　　・模擬店
　・茶話会　　　　・各種展示
　・粗品進呈　　　・その他
▼問い合わせ先
　上下水道班　TEL 84-1531
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ごみ出しルールを違反していませんか？

ごみ出しルールを
違反していませんか？

平成22年10月からごみ処理の有料化が実施され、ごみの出し方が変わりました。それに伴い、ルール
違反のごみも出ています。次のようなことがないか確認して、ルールを守ってごみを出してください。

▼問い合わせ先　生活部　戸籍環境班（⑨番窓口）　TEL 84-1500

①古い袋でごみを出している。
平成22年10月1日より新しい袋になりました。
黄色の袋に黒字の可燃ごみ袋
透明な袋に赤字の不燃ごみ袋
は使用できません。

③汚れたまま資
（リサイクル）

源物を出している。
・汚れたティッシュ
　使ったオムツ
・ソースや油のついたままの
容器
・洗わないままの缶、
ペットボトルなどを
資源物に入れないでください。

⑤パソコンやテレビを集積所に出して
いる。

テレビ、パソコン、冷
蔵庫、洗濯機、エアコ
ン等は集積所に出せま
せん。電気店や専門業
者で処理してください。

⑦自宅の敷地や、田畑でごみの焼却を
行っている。

家庭ごみの焼却は、基
本的に全面禁止されて
います。懲役や罰金の
対象にもなります。

②決められた大きさを超えて出している。
袋に入らないごみはごみ処理シールを貼ってご
みを出してください。ただし、
⑴　重さは、15㎏以内まで。
⑵　可燃ごみは、最大辺60㎝まで、
　　不燃ごみは、最大辺180㎝まで。
⑶　木材は、直径15㎝まで。
⑷　鉄の棒は、1.5㎝まで。

④資源とならないものを資
（リサイクル）

源物で出し
ている。

・未使用のおむつやティッシュ
・特殊な加工をしてある紙
・内側が銀色の紙パック
これらは資源となりませんので、可燃ごみとし
て出してください。

⑥時間を守らず出している。
集積所でごみを受け付ける時間を決めている場
合があります。集積所等で確認の上、時間を守
るようにしてください。

⑧山林など集積所でない場所にごみを
捨てている。（不法投棄）

不法投棄は、懲役や罰金
の対象となる重罪です。
絶対にやめてください。



お information

15

第
５
回
「
ば
ん
げ
ち
び
っ
こ

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

今
年
も
鶴
沼
緑
地
公
園
を
会
場
に

「
ば
ん
げ
ち
び
っ
こ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
は
6
人
1
チ
ー
ム
、
1
周

1.6
㎞
の
コ
ー
ス
を
1
人
1
周
ず
つ
走

っ
て
リ
レ
ー
し
ま
す
。

走
る
こ
と
が
大
好
き
と
い
う
お
友

だ
ち
な
ら
誰
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

学
校
の
ク
ラ
ス
・
ス
ポ
少
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
・
友
達
同
士
な
ど
で
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
6
日
（
土
）

午
前
9
時
開
会

▼
場
所　

鶴
沼
緑
地
公
園
（
サ
ッ
カ

ー
場
が
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

▼
参
加
費

　

2
0
0
0
円
（
1
チ
ー
ム
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ち
び
っ
こ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

事
務
局
（
金
上
公
民
館
）

☎
83
‐
3
5
3
8

中
央
公
民
館
☎
83
‐
3
0
1
0

平成25年度　坂下南幼稚園・坂下東幼稚園入園児・預かり保育園児募集

入園を希望されるお子さんは、申込みください。
▼入園及び預かり保育対象園児　会津坂下町に住所を有する①・②のお子さん
①年長 5歳児（平成19年 4 月 2 日～平成20年 4 月 1 日生まれ）
②年少 4歳児（平成20年 4 月 2 日～平成21年 4 月 1 日生まれ）

▼入園幼稚園（行政区）
　○坂下南幼稚園　坂下地区　橋本・仲町・小原・新栄町・柳町・諏訪町・鉄砲町・新町・新富町

若宮地区　牛沢・蛭川・勝方・大村・樋渡・水島・大江・沖・羽林・矢ノ目・上金沢
金沢・上新田・中新田・中村・原

川西地区　八日沢・見明・大上・宇内・津尻・長井・袋原
八幡地区　塔寺・塔寺二区・気多宮・新舘・杉・船窪・大沢・和泉・朝立・平井
高寺地区　窪倉・窪・舟渡・片門・洲走・赤城新田・天屋・本名・杉山

　○坂下東幼稚園　坂下地区　古坂下・上町・桜木町・緑町・本町・茶屋町
金上地区　福原・金上・樋口分・太田谷地・村田・村田新田・履形・海老沢・細工名

束原・新村・新開津・中開津・上開津
広瀬地区　青木・青津・沼越・立川・五香・御池田・三谷・中政所・和泉川原

下政所・西青津
▼預かり保育について 保護者が職業を持ち家庭での保育が困難な園児が対象となります。坂下南幼稚

園・坂下東幼稚園 2園で実施します。詳細については坂下幼稚園に問い合わせく
ださい。

▼保育料　◎通常保育　無料
◎預かり保育　「午前 7時から午前 8時まで」と「教育時間終了後から午後 6時まで」　無料

「午後 6時以降」　 1日あたり300円に利用日数を乗じた額。
ただし、2,500円を限度額とします。

▼申込場所　坂下・若宮・金上・広瀬の各幼稚園
▼申込期間　 9月20日（木）～10月 5 日（金）午後 0時30分～午後 5時（土・日・祝日は除く。）

※ただし、都合のつかない方のみ坂下幼稚園では土曜日も受け付けます。
▼提出書類　「入園許可申請書」「預かり保育申込書」（どちらも印鑑不要）
※用紙は、教育委員会教育総務班と坂下・若宮・金上・広瀬各幼稚園・ばんげ保育所に備えてあります。

▼問い合わせ先　坂下幼稚園　TEL 83-2410

18
歳
ま
で
医
療
費
が
無
料
に
！

福
島
県
で
は
、
県
民
の
子
育
て
支

援
策
と
し
て
、
10
月
1
日
か
ら
「
18

歳
以
下
の
県
民
の
医
療
費
無
料
化
」

を
実
施
し
ま
す
。
社
会
保
険
の
加
入

者
で
対
象
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
者　

18
歳
に
達
し
た
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
の
方
で
町
に
住
所
が

有
る
方
。（
町
で
は
中
学
生
ま
で
無

料
化
を
実
施
済
の
た
め
、
新
た
に
中

学
校
卒
業
後
の
18
歳
ま
で
の
方
が
対

象
者
の
予
定
で
す
。
高
校
在
学
又
は

職
歴
等
は
無
関
係
で
す
。）

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
は
、

9
月
19
日
以
降
に
新
し
い
保
険
証

（
一
部
負
担
金
の
割
合
が

歳
ま
で

0
割
と
記
入
有
）
が
届
き
ま
す
。
こ

の
健
康
保
険
証
の
提
示
に
よ
り
医
療

費
の
支
払
い
は
無
く
な
り
ま
す
の

で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

①
受
給
資
格
申
請
書
（
対
象
者
に
は

事
前
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
。）

②
対
象
者
の
健
康
保
険
証

③
印
鑑

④
保
護
者
の
通
帳
（
対
象
者
が
世
帯

主
の
場
合
は
御
本
人
の
物
）

▼
申
請
期
間　

9
月
28
日（
金
）ま
で

▼
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
班
（
③
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
2
2
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▼対 象 者　平成25年 3 月31日現在で40・45・50・55・60・65・70歳になる女性の方
▼内　　容　超音波による骨量測定
▼料　　金　200円
▼場　　所　健康管理センター
▼受診方法　検診受診録を持って、直接会場へおいでください。
▼期日・受付時間　 9月27日（午前 8時45分～10時）・10月31日（午後 1時～ 2時）
▼問い合わせ先　健康管理センター　TEL 83-1000

骨粗鬆症検診
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▼
変
更
内
容

①
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

「
生
ワ
ク
チ
ン
」
か
ら
「
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
」
に
な
り
ま
す
。

②
接
種
方
法

「
経
口
接
種
」
か
ら
「
皮
下
接

種
（
注
射
）」
に
な
り
ま
す
。

③
回
数

　

2
回
か
ら
4
回
に
な
り
ま
す
。

▼
お
知
ら
せ　

①
平
成
25
年
3
月
5
日
予
定
の
集
団

接
種
は
中
止
し
ま
す
。

②
詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
通
知
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出
血

等
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投

与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
に
、

給
付
金
を
支
給
す
る
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
。

▼
請
求
手
続
期
限

　

平
成
25
年
1
月
15
日
（
火
）

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
厚
生

労
働
省
相
談
窓
口
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

相
談
窓
口

　

☎
0
1
2
0
‐
5
0
9
‐
0
0
2

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

9
月
7
日
（
金
）

▼
場
所
・
時
間

○
会
津
坂
下
町
役
場

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
・
午
後
2
時
〜
4
時
30
分

▼
対
象

①
16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方

は
60
〜
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
）

②
体
重　

男
性
45
㎏

　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

　

ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
予
防
接
種

が
9
月
1
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
の
給

付
金
の
請
求
期
限
に
つ
い
て

▼対象児童　 0歳児（平成24年 4 月 2 日～平成24年10月 1 日生まれ）
　※平成24年10月 2 日～平成25年 4 月 1 日までの出産予定の方の受付も行います。
　（母子手帳の出産予定日をコピーしたものを提出。）
　※ 0歳児は生後 6か月を経過してからの入所となります。
1歳児（平成23年 4 月 2 日～平成24年 4 月 1 日生まれ）
2歳児（平成22年 4 月 2 日～平成23年 4 月 1 日生まれ）
3歳児（平成21年 4 月 2 日～平成22年 4 月 1 日生まれ）

▼入所条件　家庭での保育が困難な児童
　※入所希望者が施設定員を超える場合や入所要件に該当しない場合は、希望に添えないこともあります。
審査をし、入所決定を行いますので下記の申込み期間中に「入所申込書及び添付書類」を提出してく
ださい。

▼保育時間　月曜日から土曜日までの午前 8時30分～午後 4時30分
※保護者の勤務時間により、午前7時～午後6時まで預かります。延長保育は午後6時～午後7時までです。

▼保 育 料　通常保育料…平成24年中の所得により決定します。
延長保育料…月 1回300円。 9回以上の利用は一律、月額2,500円。

▼提出期間　 9月18日（火）～10月 5 日（金）正午～午後 6時（土・日・祝日は除く。）
　※提出期間内に提出されない場合は、優先順位が下がりますのでご了承ください。
▼提出場所　ばんげ保育所（提出書類は、保護者の方と入所希望されるお子さんが一緒にご持参ください。）
　※入所申込書は、ばんげ保育所及び役場生活部福祉班（③番窓口）に備えてあります。
▼問い合わせ先　ばんげ保育所　TEL 83-3202

平成25年度　ばんげ保育所入所児募集

予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）に
つ
い
て
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町
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
町
で
は
口
座
振
替
、
納
税
組
合

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
場
合

口
座
振
替
で
納
め
る
に
は
金
融
機

関
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

用
紙
は
各
金
融
機
関
窓
口
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
金
融
機
関

東
邦
銀
行
、
大
東
銀
行
、
会
津
信

用
金
庫
、
会
津
商
工
信
用
組
合
、
Ｊ

Ａ
会
津
み
ど
り
（
町
内
・
町
外
の
各

支
店
）
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
各
店
舗
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
口
座
振
替
の
時
期

申
請
し
た
翌
月
か
ら

▼
納
税
組
合
へ
加
入
す
る
場
合

加
入
さ
れ
る
方
は
、
納
税
組
合
長

へ
加
入
の
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
管
理
班
（
⑥
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
2

▼募集住宅の区分　　☆既存空き家住宅　 6戸

住宅名/戸数 住　　所 住宅の構造 タイプ 家　賃 床面積 学区（小学校）

古町川尻住宅/2戸 古町川尻426
（緑町）

鉄筋コンクリ
ート造 4階建 3ＤＫ 11,800～

19,600円 53.8～57.2㎡ 坂下小学校

新中岩田住宅/2戸 中岩田47
（新町）

鉄筋コンクリ
ート造 3階建 3ＤＫ 14,300～

21,400円 60.5㎡ 坂下小学校

新中岩田住宅/2戸 中岩田47
（新町） 木造 3ＤＫ 13,600～

20,300円 66.1㎡ 坂下小学校

中岩田南住宅/1戸 中岩田10
（新町）

鉄筋コンクリ
ート造 4階建 3ＤＫ 23,900～

35,600円 66.5㎡ 坂下小学校

●中岩田南住宅以外は駐車場が、設置されておりませんので、車を所有している方は民間駐車場を借りる
ことを条件とします。

●今後の退去状況により、募集戸数が増減する場合があります。

住宅にお困りの方を対象に町営住宅の入居者を募集します

年
度
途
中
で
も
納
税
方
法
の

変
更
が
で
き
ま
す

※いずれの住宅も、家賃は収入により異なります。
▼入居予定時期　11月上旬
▼入居資格　次の⑴～⑺すべて満たす事が条件
⑴現に住宅に困窮していることが明らかなこと。
⑵地方税及び上下水道使用料等を滞納していないこ
と。

⑶過去において公営住宅に入居していた方及びその
配偶者が入居する場合は、過去の家賃を滞納して
いない方。

⑷世帯の収入が、公営住宅法により定められた収入
額以下であること。

⑸入居しようとする者が暴力団員でないこと。
⑹単身入居の場合は、次のいずれかに該当すること。
①昭和30年 4 月 1 日以前に生まれた方
②身体障害者手帳（ 1～ 4級）所持者
③精神障害者手帳（ 1～ 2級）所持者
④知的障がい者（精神障がいに相当する程度）
⑤戦傷病者手帳（特別項症～第一款症）所持者
⑥原子爆弾被爆者（厚生労働大臣の認定を受けた
方）

⑦生活保護法に基づく被保護者等
⑺その他
①団地内のルールを守り、お互いに協力して円滑
な共同生活ができる方

②家賃の支払など契約条項を遵守できる方
▼申込方法 【申込みに必要な書類】
○町営住宅入居申込書（役場建設班にあります。）
○住民票謄本（市町村の戸籍窓口で交付）
※入居者全員の本籍・続柄・世帯主が記載されて
いるもの
※別居扶養親族がいる場合はその方の分も必要で
す

○所得を証明できる書類（平成24年度所得証明書等）
※18歳以上の入居者全員。所得のない方も必要で
す。ただし、高校生・大学生は学生証の写し。
※18歳未満の方でも収入のある方は所得証明書が
必要です。

○納税証明書（市町村の税務窓口で交付）
※他市町村に住所がある方は、当該年度及び過去
2か年分の納税証明書が必要です。

○婚約証明書（婚約中の方が申込む場合）
○現在お住まいのアパートの賃貸借契約書写
▼受付期間　 9月18日（火）～10月 3 日（水）

午前 8時30分～午後 5時15分まで
土・日・祝日を除く

▼申し込み・問い合わせ先
　建設班　TEL 84-1506（内線263）
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国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や

資
格
取
得
な
ど
の
届
け
忘
れ
に
よ
り

国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

に
は
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

（
保
険
料
納
付
や
免
除
等
の
合
計
が

25
年
（
3
0
0
月
）
未
満
の
場
合
）

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平

成
24
年
10
月
1
日
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
る
期
間
が
過
去
2
年

か
ら
10
年
に
延
長
と
な
る
後
納
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分

以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。（
注
）

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制

度
が
は
じ
ま
り
ま
す

た
め
に
は
事
前
に
日
本
年
金
機
構
へ

申
込
み
い
た
だ
き
審
査
を
受
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
後

納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
「
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
注
）
…
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き

る
期
間
は
、
平
成
24
年
10
月
1
日
か

ら
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
の
3
年

間
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
‐
0
1
1
‐
0
5
0

　

乗
用
田
植
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の

農
耕
車
で
、
最
高
速
度
35
㎞
毎
時
未

満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
り
、
町
の
ナ
ン

バ
ー
で
登
録
が
必
要
で
す
。

　

中
で
も
乗
用
田
植
機
の
未
登
録
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
耕
車
の
登
録
状
況
を
確

認
す
る
た
め
、
10
月
に
現
地
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
職
員
が
訪
れ

た
際
に
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

○
印
鑑

○
農
耕
車
の
型
式
、
車
体
番
号
、
総

排
気
量
が
分
か
る
も
の

▼
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
管
理
班
（
⑥
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
2

福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張
所

は
、
10
月
9
日
（
火
）
よ
り
郡
山
支

局
及
び
白
河
支
局
に
分
割
統
合
し
同

日
廃
止
と
な
り
ま
す
。

▼
統
合
先

①
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局
（
郡

山
市
希
望
ケ
丘
31
番
26
号
）

　

☎
0
2
4
‐
9
6
2
‐
4
5
0
0

○
管
轄　

須
賀
川
市
、
鏡
石
町
、
天

栄
村
、
石
川
郡
の
う
ち
玉

川
村
、
平
田
村
（
郡
山
市
、

田
村
市
、
田
村
郡
は
従
前

ど
お
り
）

②
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
（
白

河
市
郭
内
1
番
地
1
3
6
）

　

☎
0
2
4
8
‐
22
‐
1
2
0
1

○
管
轄　

石
川
郡
の
う
ち
石
川
町
、

浅
川
町
、
古
殿
町
（
白
河

市
、
西
白
河
郡
、
東
白
川

郡
は
従
前
ど
お
り
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
0
2
4
‐
5
3
4
‐
1
1
1
1

　

戸
籍
環
境
班
（
①
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
0

田
植
機
の
ナ
ン
バ
ー
登
録
は

お
済
み
で
す
か
？

福
島
地
方
法
務
局
よ
り

地域給付金の申請はお済みですか？

「会津坂下町地域給付金事業」の受付を 7 月10日から開始しています。まだ申請されていない方はお早
めに申請をお願いします。
▼給付対象者　平成23年 3 月11日時点において、会津坂下町に生活の本拠（※）としての住居があった方。

外国人の方も含まれます。
※生活の本拠…生活に最も深い一般的な生活の場所で、居住している事実が必

要です。
一時的に居住していた方（出張や里帰り出産など）や、住民の
登録があっても実際の生活の本拠が別にある方（学生など）は
対象とはなりません。

▼申請期限　平成24年12月10日（月）まで
▼窓口受付時間　午前 8時30分～午後 5時15分（土・日、祝日を除く）

▼問い合わせ先が変わります
　 7 月10日から開設していた「地域給付金コールセンター」での
お問い合わせの受付は終了しました。
　地域給付金に関するお問い合わせは、下記までお願いします。
▼問い合わせ先
　会津坂下町地域給付金対策室　TEL 83-5755
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会
津
坂
下
町
出
身
の
7
2
7
柱
の

御
霊
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
祖
国
の
栄

光
を
念
じ
、
平
和
を
願
い
な
が
ら
、

尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
御
英
霊
に
対

し
、
町
と
遺
族
連
合
会
で
は
、
再
び

悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意

を
新
た
に
、
御
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

追
悼
式
並
び
に
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時

▼
場
所　

中
央
・
坂
下
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
班
（
③
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
2
2

戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊
祭

来
年
4
月
の
第
2
次
統
合
に
よ
り
、

本
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
本
校

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
10
月
20
日

に
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
「
バ
ザ
ー
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
衣
料
品
・
日
用
雑

貨
・
装
飾
品
等
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

坂
下
小
閉
校
記
念
事
業

「
バ
ザ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

町
民
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▼
日
時　

9
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
頃
ま
で

　
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
場
所　

坂
下
小
学
校 

体
育
館

※
体
育
館
西
門
よ
り
ご
入
場
く
だ
さ

い
。

▼
そ
の
他　

買
い
物
袋
、
下
足
用
ビ
ニ
ー
ル
袋

等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
マ
イ
バ
ッ

ク
で
楽
し
い
お
買
い
物
を
！

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

坂
下
小
学
校
☎
83
‐
2
0
4
6

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
発
生
し
ま
す
！

▼
思
い
当
た
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

○
て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
て
そ
の
場

を
離
れ
て
し
ま
っ
た

○
灰
皿
の
吸
殻
が
山
の
よ
う
に
た
ま

っ
て
い
る

○
灰
皿
の
吸
殻
を
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
箱

に
捨
て
て
し
ま
っ
た

○
う
っ
か
り
寝
タ
バ
コ
を
し
て
し
ま

っ
た

○
子
ど
も
の
手
の
届
く
所
に
ラ
イ
タ

ー
等
を
置
い
て
し
ま
っ
た
（
タ
バ

コ
も
子
ど
も
が
誤
っ
て
口
に
す
る

と
大
変
で
す
）

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
が
い

っ
ぱ
い
置
い
て
あ
る

▼
「
会
津
若
松
消
防
本
部
」
で
検
索

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
火
災
予
防
の
項

目
に
火
災
防
止
チ
ェ
ッ
ク
表
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
家
庭

の
火
災
危
険
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
4
1
0
0

会
津
坂
下
町
で
は
7
月
中
、
刑
法

犯
の
発
生
が
13
件
あ
り
ま
し
た
。

「
お
金
を
振
り
込
ん
で
！
」
そ
れ

う
そ
か
も
？

　

7
月
中
に
坂
下
警
察
署
管
内
の
高

齢
者
宅
に
「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
。

4
0
0
万
円
送
っ
て
欲
し
い
」
な
ど

と
息
子
の
名
前
を
か
た
っ
た
男
か
ら

電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
話
を
信
用
し
て
し
ま
っ
た
高

齢
者
の
方
が
自
宅
近
く
の
郵
便
局
か

ら
送
金
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
応

対
し
た
郵
便
局
員
が
事
情
を
聞
き
、

振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
と
分
か
り
被

害
を
未
然
に
防
止
し
た
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
「
そ
れ

う
そ
か
も
？
」
運
動

そ
…
相
談
す
る
（
振
り
込
む
前
に
警

察
へ
相
談
す
る
）

れ
…
連
絡
す
る
（
振
り
込
む
前
に
家

族
へ
連
絡
す
る
）

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

う
…
う
の
み
に
し
な
い
（
電
話
の
相

手
の
話
を
う
の
み
に
し
な
い
）

そ
…
送
金
し
な
い
（
郵
便
や
宅
配
便

で
送
金
し
な
い
）

か
…
確
認
す
る
（
名
乗
っ
た
本
人
・

役
所
な
ど
へ
確
認
す
る
）

も
…
も
う
一
度
確
認
す
る
（
振
り
込

む
前
に
も
う
一
度
確
認
す
る
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成24年7月末現在）

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町
空き巣ねらい 自販機ねらい 2 1
忍 び 込 み 車上ねらい 2 2
事務所荒し 1 1 部品ねらい
出 店 荒 し 1 1 強制わいせつ
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 14 11
オートバイ盗

全 刑 法 犯 72 54
自 転 車 盗 8 6

平成24年度　自衛官採用試験（２）
採用種目 対象年齢 受付期間 試験日程 試験会場 備考
看護学生 高卒（見込含）

24歳未満
9月 3日～
10月 1 日

1 次試験（筆記試験）
10月20日（土）

郡山労働
福祉会館

1次試験の合
格者のみ面
接・身体検査

防衛医科大学校 高卒（見込含）
21歳未満

9月 3日～
10月 1 日

1 次試験（筆記試験）
10月27日（土）・28日（日）

防衛大学校 高卒（見込含）
21歳未満

9月 3日～
10月 1 日

1 次試験（筆記試験）
11月10日（土）・11日（日）

▼問い合わせ先　自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所 ※すべて受験料は無料です。
（会津若松市門田町大字黒岩字大坪57-1）TEL 27-6724



□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい
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注　

意

○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要

お information

事 業 名 日　 時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　 考

すこやかキッズ

9 月13日（木）
午前10時～11時30分 健康管理センター

TEL 83-1000
※申込みはいりません

　 0～ 2歳の子供と保護者
　オムツ・ミルク・飲み物
　ふれあい遊び

9月21日（金）
午前10時～11時30分

　 2歳～幼稚園入園前の子供と保護者
　オムツ・飲み物
　親子 3Ｂ体操

ばんげ保育所に
遊びにおいでよ♪

9 月15日（土）
午前 9時30分

～11時30分

ばんげ保育所
TEL 83-3202

【運動会ごっこ】
飲み物は、各自持参してください。

入園前のお子さん
幼稚園に遊びに
来てね♪

10月15日（月）
午前 9時30分

～11時30分
※次回、11月7日（水）

　町内各幼稚園
問　坂下幼稚園
　　TEL 83-2410
※坂下幼稚園では、全
地区のお子さんを受
け入れます。

　町内在住の未就園のお子さん
≪注意事項≫
○ご家族の方の付き添いをお願いいたします。
○動きやすい服装でおいでください。
○食べ物や玩具は持ってこないでください。
※坂下地区は、橋本・仲町・小原・新栄町・
柳町・諏訪町・鉄砲町・新町・新富町・羽
林・中村・原・川西・八幡・高寺

再チャレンジ
パソコン教室

10月 3 日（水）
～11月 8 日（木）

午前10時～正午

中央公民館
TEL 83-3010

「MOS（一般）取得講座」
ＭＯＳ（Microsoft offi  ce speciarist）取得
（一般）のための長期コース。再就職するた
めのMOS取得をサポートします。取得試験
受験を希望する方が対象です。
　町内に住む成人の方（先着5名）
　 9月25日（火）
　4,000円（テキスト代）
パソコン持込の場合offi  ce2010対応のこと！

第４回
パソコン教室

9 月24日（月）
～ 9月27日（木）

午後 6時30分
～ 8時30分

中央公民館
TEL 83-3010

「デジカメ画像の処理入門　 初心者向」
画像処理ソフトを使い、簡単に補正（赤目・
明るさ等）パソコンの中もすっきり画像整理
しましょう！
　町内に住む成人の方（先着10名）
　 9月20日（木）
　1,000円（テキスト代）

パソコン持込の場合Windows7対応のこと！

第２回子ども
料理教室

9 月30日（日）
午前 9時30分～正午

中央公民館
TEL 83-3010

メニュー「人参ライス」「花シューマイ」
　町内に住む小学4～6年生　先着25名
　 9月25日（火）まで参加費を添えて申込
　300円

＝場所  問＝問い合わせ  ＝参加費  ＝内容  ＝対象者  ＝持参物  ＝申込期日  ＝定員  ＝注意点
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【環境放射能測定結果（会津坂下町役場周辺）】 【学校等における測定結果（ 8月14日）】
単位：マイクロシーベルト／時

月　日 数値 月　日 数値 月　日 数値
8月14日 0.116 6 月 1 日 0.123 10月 1 日 0.13
13日 0.121 5 月 1 日 0.123 9 月 1 日 0.13
12日 0.120 4 月 1 日 0.13 8 月 1 日 0.12
11日 0.122 3 月 1 日 0.10 7 月 1 日 0.13
10日 0.120 2 月 1 日 0.11 6 月 6 日 0.22
9 日 0.119 1 月 1 日 0.11 5 月 2 日 0.17
8 日 0.119 12月 1 日 0.11 4 月 4 日 0.20

7 月 1 日 0.119 11月 1 日 0.13 3 月20日 0.75

校庭の空間線量率の目安1.0マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値
坂下小学校 0.158 坂下幼稚園 0.146
若宮小学校 0.207 若宮幼稚園 0.109
金上小学校 0.228 金上幼稚園 0.228
広瀬小学校 0.163 広瀬幼稚園 0.179
坂下中学校 0.155 ばんげ保育所 0.089

えくぼ遊育園 0.188

▼問い合わせ先　放射能対策室　TEL 84-1527

お information

事 業 名 日　 時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　 考

秋まつり
（宵まつり）

9 月15日（土）
午後 6時～ 8時

　ライヴァン通り
問　秋まつり実行委員

会（㈳会津坂下町
観光物産協会）
TEL 83-2111

提灯行列・ライトアップ山車

秋まつり
（本まつり）

9 月16日（日）
午前 9時

～午後 8時30分

稚児行列・神輿渡御（午前 9時～正午）
仮装山車コンクール（午後 1時～ 4時30分）
坂下ねぶた巡行（午後 6時15分～ 8時30分）

行政書士会
による相談会

10月 4 日（木）
午前 9時30分～正午

老人福祉センター
TEL 83-2837

官公庁に提出する書類等の提出方法などの相
談に応じます。

人権・行政相談会 10月 2 日（火）
午前10時～午後 3時

老人福祉センター
TEL 83-2837

家庭内のもめごと、近隣とのトラブルをはじ
めとする人権問題や行政問題等についての無
料相談会を開催します。

弁護士による
無料法律相談会

10月12日（金）
午前10時～午後 3時

老人福祉センター
TEL 83-2837

毎日の生活の中での心配ごと、悩みごとなど
お気軽にご相談ください。前日までに申込み
ください。

町民登山
参加者募集

9 月23日（日）
午前 7時出発

　箕輪山
問　会津坂下山の会
　　会長　酒井清幸
　　TEL 82-3476　

　鷲倉温泉登山口～鬼面山経由コース
　会津坂下町在住の15歳以上の町民
　30人（申込先着順）
　3,000円（バス代、保険料、入浴料込）
　雨具、昼食、飲み物、嗜好品等

全国一斉！法務局
休日相談所

9 月23日（日）
午前10時～午後 3時

　福島地方法務局若
松支局

問　福島地方法務局
　　総務課
TEL 024-534-1941

下記のご相談をお受けします！
○土地・建物相続の登記や抵当権抹消の登記
○会社・法人の設立の登記や役員の変更の登
記
○隣地との筆界（土地の境界問題）
○いじめなどの人権問題
○地代・家賃の供託　など

公証週間 10月 1 日（月）
～10月 7 日（日）

会津若松公証役場
TEL 37-1955

公証制度は、公務員である公証人が、大切な
遺言・契約の公正証書の作成など国の公証に
関する事務を取り扱う制度です。公正証書に
書かれている内容は、裁判その他の面で、高
い証拠力が与えられます。相談は無料です。
お気軽にご相談ください。
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現在お使いの保険証は、平成24年 9 月30日で有効期限が切れます。新しい保険証は、 9月19日
以降に国保に加入されている家族全員分をまとめて世帯主宛てに郵送いたします。

国民健康保険に加入されているみなさんへ
国民健康保険被保険者証の更新（10月1日から）

【新しい保険証は10月1日より使用してください】
　 9月30日までは現在お使いの保険証を使用してください。10月 1 日以降は、いままでの保険証は有効
期限切れになりますので、今回郵送します新しい保険証をお使いください。

【カードケースについて】
　カードケースは現在ご使用のものをお使いください。破損や汚損
した場合は、役場窓口で新しいカードケースと交換します。

【古い保険証について】
有効期限の過ぎた古い保険証は、ご自分で処分していただくか、

役場窓口にお持ちいただけば、処分させていただきます。

【『18歳まで』とは】
10月 1 日より、18歳まで一部負担金の割合が 0割となる予定です。
『18歳まで』とは18歳の誕生日の前日以後最初の 3月31日までのことをいいます。

今年12月に18歳になる方の例

【問い合わせ先　保険年金班（④番窓口）TEL 84-1501】

保険証の色は
ピンク色
↓

クリーム色
に変わります。
退職の方は引き続き
薄みどり色です。

有効期限は
平成25年9月30日まで
※ただし、町外へ転出してい
る学生、来年 9月までに65
歳の誕生日を迎える退職被
保険者や来年 9月までに75
歳の誕生日を迎える方につ
いては、この限りではあり
ません。

平成24年10月 1 日より、18歳
まで一部負担金の割合が 0割
となる予定です。

〈保険証（表面）〉

17歳 負担割合：3割 17歳 負担割合：0割 18歳 負担割合：0割 18歳 負担割合：3割

平成24年
4月 10月 12月

施行開始 18歳到達

平成25年
3月31日

10月1日より0割 18歳の誕生日
引き続き0割

18歳の誕生日後はじめての
3月31日まで0割
4月1日からは3割



町の人口と世帯 今月の納税今月の納税

❾月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

9 月11日（火）～10月14日（日）までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

4 か月児
9 月11日（火） 平成24年 4 月15日～ 5月14日生

10月 9 日（火） 平成24年 5 月15日～ 6月14日生

10か月児 9 月25日（火） 平成23年10月・11月生

1 歳 6 か月児 9 月20日（木） 平成23年 2 月・ 3月生

乳幼児健康
・栄養相談 10月12日（金） 月齢・年齢は問いません。育児

についての相談を希望する方。

離乳食教室 10月12日（金）
午後 2時30分～

平成24年 1 月15日
～平成24年 3 月14日生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

9月16日（日） 平野医院 ☎ 83-2243

9 月22日（土） 荒井医院 ☎ 83-2224

9 月23日（日） 遠山眼科医院 ☎ 83-2011

10月 8 日（月） 坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします
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人　口………16,980人（＋ 1）

　男　……… 8,099人（＋ 1）

　女　……… 8,881人（± 0）

世帯数……… 5,380戸（－ 1）

（ 8月 1日現在） 【納期限10月1日（月）】

●介護保険料　●住宅使用料

●後期高齢者保険料

●国民健康保険税　●児童福祉負担金

●上・下水道・農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（9/11～10/14）

9/16日・17日・22日・23日・30日
八ツ橋設備 ℡27-3925
10/7日・8日・14日

ナリタエンタープライズ ℡83-2009

戸籍の窓口
7 /21～ 8 /20届出分

地　 区　 　 名 　前　 （保護者）
古坂下　目　黒　瑠

る

　夏
な

（宏　志）
新　町　猪　俣　虹

こう

　希
き

（元　治）
塔　寺　山　口　柚

ゆ

　芽
め

（和　也）
三　谷　佐　藤　結

ゆ

希
き

菜
な

（博　文）
茶屋町　増　子　龍

り

　空
く

（　薫　）
金　上　遠　藤　　　紬

つむぎ

（　亮　）
新　町　宗　方　颯

そ

　良
ら

（利　一）
　原　　阿　部　結

ゆ

　月
づき

（雅　之）
仲　町　江　川　瑛

えい

　斗
と

（嘉　英）
仲　町　江　川　萌

め

　結
い

（嘉　英）
青　木　井　浦　灯

あか

　理
り

（徳　彦）
村　田　沢　井　夢

ゆめ

　那
な

（宏　謙）
新　町　小　野　雄

ゆう

　士
し

（　剛　）
古坂下　武　藤　真

ま

　生
お

（和　也）
緑　町　江　川　綸

りん

　花
か

（恭　弘）
新栄町　夏　井　玲

れ

　奈
な

（光　宏）

原 　白　井　コフヂ（89歳）
仲　町　讃　岐　　　守（94歳）
御池田　 　　　トミ子（88歳）
新　町　山　田　延　子（78歳）
青　津　松　本　操　一（67歳）
鉄砲町　渡　部　保　子（84歳）
気多宮　田　辺　作太郎（91歳）
諏訪町　古　川　　　悟（78歳）
五　香　岡　田　三　郎（65歳）
大　村　荒　井　七　郎（88歳）
鉄砲町　堀　　　善　孝（72歳）
古坂下　山　内　桂　一（88歳）
天　屋　小久保　　　孝（53歳）
塔　寺　目　黒　輝　夫（82歳）
鉄砲町　春　日　ハルイ（92歳）
上　町　 　井　重　男（85歳）
緑　町　髙　久　　　健（81歳）

8月15日に開催された成
人式での1枚。カメラを向け
ると声をかけなくてもこちら
を見て「にっこり♪」。素敵
な笑顔の3人でした。新成人
おめでとう！
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夏まつり坂
下
ね
ぶ
た

古
坂
下
地
区
の
住
民
有
志
が
昭
和
57
年

に
独
学
で
製
作
し
登
場
さ
せ
た
。

以
来
、「
三
日
会
」
と
い
う
組
織
を
結

成
し
、
毎
年
、
ね
ぶ
た
を
作
っ
て
き
た
。

30
年
間
ね
ぶ
た
を
支
え
て
き
た
三
日
会

の
メ
ン
バ
ー
も
当
初
は
10
数
人
い
た
が
、

現
在
は
９
人
に
減
り
、
高
齢
化
も
進
ん
だ

た
め
今
年
で
製
作
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。

８
月
５
日
（
日
）、
役
場
前
を
中
心
に

「
ば
ん
げ
夏
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
。

今
年
で
９
回
目
と
な
っ
た
「
水
合
戦
」

で
は
、
今
年
も
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

第
27
代
坂
下
三
人
小
町
の
表
彰
式
も
行

わ
れ
、
新
た
な
会
津
坂
下
町
の
顔
が
誕
生

し
た
。

夜
を
彩
る
「
流
し
踊
り
」
に
は
、
約
１
，

７
０
０
人
が
参
加
し
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
が
響
い
て
い
た
。

祭
り
の
最
後
は
、
花
火
と
今
年
で
最
後

と
な
る
「
坂
下
ね
ぶ
た
」
で
締
め
く
く
っ

た
。

第27代坂下三人小町
浴衣姿の女性の左から

鶯小町
江川　美樹さん

桜小町
赤城　絵美里さん

菊小町
斎藤　恵美さん


